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本
書
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
著
者
の
著
述
活
動
の
う
ち
、
表
題
に
関
わ
る
テ
ー

マ
の
も
の
を
一
書
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
ょ

う
ご
歴
史
研
究
室
赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
が
発
足
し
た
二

〇
一
五
年
四
月
の
段
階
で
、
著
者
は
本
書
に
収
録
さ
れ
た

論
文
の
多
く
を
発
表
し
て
い
た
が
、
館
内
の
業
務
分
担
の

関
係
で
班
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
研
究
班
が
取
り
組
ん
で
き
た
前
期
赤
松
氏
研
究

に
と
っ
て
著
者
の
業
績
は
も
っ
と
も
重
要
な
前
提
で
、
評

者
は
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
当
館
に
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究

室
歴
史
研
究
推
進
員
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
で
、
直
接
ご

教
示
を
得
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
折
し
も
当
研
究
班
の

解
散
に
先
立
っ
て
本
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
た
め

(

清
文
堂

出
版
、
二
〇
二
一
年)

、
そ
の
学
恩
に
敬
意
を
表
し
、
こ

こ
に
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を

付
す
も
の
で
あ
る
。

�
�
	


�
�



最
初
に
本
書
の
全
体
を
示
し
て
お
く

(

カ
ッ
コ
内
は
初

出
年)

。
序
章

播
磨
守
護
赤
松
氏
研
究
史

(

新
稿)

第
一
部

南
北
朝
期
の
播
磨
赤
松
氏

第
一
章

赤
松
円
心
の
花
押
と
関
係
文
書
の
筆
跡

(

二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
三
年)

第
二
章

播
磨
国
竹
万
荘
と
赤
松
円
心
の
遺
領
配
分

(

二
〇
一
八
年)
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第
三
章

観
応
の
擾
乱
と
赤
松
則
祐

(

二
〇
一
二
年)

補
論

史
料
紹
介

飾
西
系
図

(

二
〇
〇
九
年)

―
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
よ
り
―

第
二
部

室
町
・
戦
国
期
播
磨
国
の
国
人
と
赤
松
氏

・
地
域
社
会

第
四
章

戦
国
期
に
お
け
る
播
磨
国
広
峯
社
相
論

(

二
〇
一
六
年)

第
五
章

播
磨
国
広
峯
社
相
論
と
赤
松
氏
・
小
寺
氏

(

二
〇
一
六
年)

第
六
章

中
・
近
世
宍
粟
の
産
業
と
安
積
氏

(

二
〇
〇
四
年)

第
七
章

中
世
摂
津
・
播
磨
の
港
津
と
海
運

―『

兵
庫
北
関
入
船
納
帳』
を
中
心
に
―

(

二
〇
〇
六
年)

序
章
で
は
、
第
一
部
の
前
提
と
し
て
南
北
朝
〜
室
町
期

の
赤
松
氏
研
究
に
つ
い
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
視
点
か

ら
の
守
護
支
配
機
構
論
、
荘
園
・
地
域
社
会
研
究
か
ら
の

守
護
権
力
論
、
赤
松
氏
研
究
に
特
徴
的
な
在
野
か
ら
の
研

究
、
出
自
論
と
新
史
料
の
紹
介
、
と
前
期
赤
松
氏
に
関
す

る
研
究
を
網
羅
的
に
取
り
あ
げ
な
が
ら
も
、
中
世
史
研
究

の
全
体
状
況
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
的
確
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。
近
年
の
新
動
向
と
し
て
歴
史
研
究
室
の
活
動
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
第
一
部
収
録
論
文
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
る
。

続
い
て
第
二
部
の
前
提
と
し
て
戦
国
期
の
赤
松
氏
と
国

衆
・
国
人
研
究
に
つ
い
て
、
先
駆
的
研
究
の
後
に
一
九
八

〇
年
代
以
降
の
戦
国
期
赤
松
氏
研
究
が
本
格
化
し
た
時
期
、

戦
国
期
赤
松
氏
権
力
の
基
本
性
格
と
し
て
公
儀
な
の
か
一

地
域
権
力
と
み
る
の
か
の
相
違
、
地
域
権
力
化
し
た
国
衆

お
よ
び
そ
れ
以
下
の
国
人
研
究
が
紹
介
さ
れ
、
第
二
部
収

録
論
文
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
。

第
一
章
は
既
発
表
論
文
三
本
を
再
構
成
し
た
も
の
で
、

赤
松
円
心
の
花
押
が
据
え
ら
れ
た
文
書
三
七
点
の
う
ち
三

四
点
に
つ
い
て
、
原
本

(

一
部
は
影
写
本)

調
査
に
よ
り

デ
ー
タ
を
採
取
し
て
、
そ
の
経
年
変
化
を
跡
づ
け
、
無
年

号
文
書
の
年
代
を
比
定
し
た
も
の
。
そ
の
変
化
と
齟
齬
す

る
越
前
島
津
家
文
書
の
一
群
に
つ
い
て
は
、
下
揖
保
荘
東

方
訴
訟
に
際
し
て
、
証
拠
書
類
と
す
る
た
め
に
、
島
津
氏

側
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
日
付
を
遡
っ
て
作
成
さ
れ
花
押

が
据
え
ら
れ
た
と
評
価
す
る
。

第
二
章
は
、
竹
万
荘
に
つ
い
て
、
中
世
山
陽
道
が
貫
通

し
山
野
里
宿
、
さ
ら
に
は
梨
原
宿
ま
で
含
む
交
通
の
要
衝

を
擁
す
る
大
荘
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、
円
心
か
ら
嫡
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男
範
資
で
は
な
く
次
子
の
貞
範
に
伝
領
さ
れ
た
こ
と
の
意

味
が
提
起
さ
れ
る
。
さ
ら
に
赤
松
氏
の
出
自
の
地
で
あ
る

佐
用
荘
と
な
ら
ぶ
関
東
御
領
で
、
そ
れ
以
外
に
も
鎌
倉
後

期
の
播
備
作
国
境
地
帯
に
広
く
関
東
の
強
い
影
響
力
が
及

ん
で
い
た
と
し
、
円
心
挙
兵
の
背
景
と
し
て
改
め
て
そ
の

点
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
は
、
観
応
の
擾
乱
に
際
し
て
、
赤
松
則
祐
が
南

朝
に
転
属
し
た
後
に
足
利
尊
氏
と
南
朝
と
の
講
和
を
仲
介

し
た
行
動
に
つ
い
て
、
赤
松
家
督
の
範
資
死
没
と
近
接
し

た
時
期
だ
っ
た
こ
と
に
注
目
。
自
ら
を
庶
子
と
し
て
律
し

な
が
ら
西
播
を
中
心
に
国
人
や
地
域
社
会
と
の
関
係
を
深

め
て
い
た
則
祐
だ
が
、
範
資
の
病
没
に
よ
っ
て
、
赤
松
家

家
督
お
よ
び
家
中
が
動
揺
す
る
と
と
も
に
、
尊
氏
派
と
直

義
派
の
対
立
が
続
く
こ
と
で
赤
松
氏
に
よ
る
守
護
職
存
続

も
不
安
定
化
し
た
も
と
で
、
自
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
家
督

を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
思
い
切
っ
た
賭
け
で
あ
っ
た
と
評

価
。
尊
氏
と
示
し
合
わ
せ
て
い
た
か
と
い
う
論
点
に
つ
い

て
は
、
当
初
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
し
つ
つ
早
い
段
階

か
ら
意
思
疎
通
が
あ
っ
た
と
し
、
和
議
の
仲
介
に
尽
力
す

る
こ
と
で
、
幕
府
内
の
地
位
を
確
立
し
、
播
磨
守
護
職
も

安
定
化
さ
せ
た
と
結
論
づ
け
る
。

補
論
は
史
料
紹
介
だ
が
、
在
庁
官
人
・
国
御
家
人
の
系

譜
を
ひ
く
飾
西
氏
が
赤
松
氏
に
所
領
没
収
さ
れ
た
一
方
で
、

惟
宗
姓
小
河
氏
が
登
用
さ
れ
た
こ
と
、
赤
松
氏
の
国
衙
掌

握
を
従
来
よ
り
早
く
み
る
べ
き
こ
と
を
提
起
す
る
。

第
四
章
は
、
関
連
文
書
の
厳
密
な
史
料
学
的
検
討
と
、

近
世
文
書
に
み
え
る
記
述
も
あ
わ
せ
て
、
広
峯
社
の
社
務

職
を
相
伝
し
て
き
た
広
嶺
氏
が
社
中
支
配
の
強
化
を
は
か

り
、
そ
れ
に
反
発
し
た
肥
塚
氏
ら
社
家
衆
の
一
部
が
天
文
・

永
禄
の
二
度
に
わ
た
っ
て
退
去
し
た
こ
と
、
広
嶺
家
内
部

で
も
所
領
相
論
が
発
生
し
て
い
た
状
況
を
解
明
。
広
嶺
氏

に
よ
る
領
主
権
の
強
化
・
確
立
は
失
敗
し
た
と
す
る
。

第
五
章
は
、
相
論
に
お
け
る
置
塩
赤
松
氏
、
御
着
小
寺

氏
の
関
わ
り
方
か
ら
、
置
塩
赤
松
氏
が
守
護
と
し
て
一
国

の

｢

公
儀｣

｢

国
主｣

と
し
て
の
権
威
を
有
し
て
い
た
か
、

他
の
領
主
と
同
様
の
地
域
権
力
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
た

の
か
と
い
う
論
点
に
迫
っ
た
も
の
。
小
寺
氏
の
地
域
権
力

が
拡
大
す
る
一
方
で
、
姫
路
周
辺
の
地
域
社
会
に
お
い
て

置
塩
に
は
一
定
の
求
心
力
が
あ
り
、
一
国
レ
ベ
ル
の
支
配

権
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
た
だ
社
家
側
が
な
ぜ
地

域
的
に
も
距
離
が
あ
る
別
所
氏
を
頼
っ
た
の
か
に
つ
い
て

の
判
断
は
留
保
さ
れ
て
い
る
。
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第
六
章
は
、
揖
保
川
上
流
域
の
宍
粟
郡
安
積
保
に
拠
点

を
お
き
、
播
磨
国
御
家
人
と
し
て
鎌
倉
期
か
ら
み
え
、
近

世
に
も
在
村
の
ま
ま
知
行
宛
行
を
う
け
武
士
と
百
姓
の
中

間
的
身
分
と
し
て
地
域
支
配
の
一
翼
を
担
っ
た
安
積
氏
の

林
業
・
製
鉄
な
ど
と
の
関
わ
り
、
領
主
館
の
機
能
に
つ
い

て
論
じ
た
も
の
。
な
お
著
者
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
よ
っ
て
、

歴
史
研
究
室
た
た
ら
製
鉄
研
究
班
が
当
館
所
蔵
史
料
に
ア

ク
セ
ス
で
き
た
こ
と
は
明
記
し
て
お
く
。

第
七
章
は
、｢

兵
庫
北
関
入
船
納
帳｣

に
み
え
る
港
湾

に
つ
い
て
、
魚
崎
を
摂
津
で
は
な
く
播
磨
伊
保
崎

(

高
砂

市)

に
再
比
定
す
る
と
と
も
に
、
中
世
前
期
ま
で
の
港
湾

か
ら
の
変
遷
に
つ
い
て
、
明
石
川
・
加
古
川
・
揖
保
川
河

口
部
に
お
い
て
、
土
砂
堆
積
・
海
岸
侵
食
な
ど
の
自
然
的

要
因
と
、
尼
崎
・
兵
庫
な
ど
の
積
極
的
輸
送
活
動
と
い
っ

た
経
済
的
要
因
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
位
置
づ
け
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
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本
書
の
研
究
史
整
理
に
あ
る
よ
う
に
、
前
期
赤
松
氏
研

究
で
守
護
支
配
機
構
論
の
解
明
は
そ
れ
な
り
に
進
め
ら
れ

て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
赤
松
一
門
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

円
心
の
出
自
が

｢

悪
党
的
商
人｣

像
か
ら
六
波
羅
探
題
配

下
に
一
新
さ
れ
た
一
方
で
、
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
通
史

叙
述
に
留
ま
り
、
構
造
的
な
理
解
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
本
書
第
三
章
で
、
則
祐
が
庶
子

と
し
て
子
息
す
ら
儲
け
な
か
っ
た
が
、
観
応
の
擾
乱
・
範

資
の
病
没
と
い
う
状
況
の
中
で
、
則
祐
が
主
体
的
な
行
動

に
よ
っ
て
家
督
の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
う
指
摘
は
、
大

変
重
要
で
あ
る
。

赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
で
は
、
禅
宗
史
料
の
収
集
・
分

析
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
突
き
当
た
っ
た
の

が
赤
松
則
祐
建
立
の
宝
林
寺
の
評
価
だ
っ
た
。
本
書
に
よ

る
則
祐
の
家
督
論
を
前
提
と
し
て
、
初
め
て
評
者
は
そ
の

象
徴
と
し
て
宝
林
寺
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
法
雲
寺
、
く
だ
っ
て
一
山
派
寺
院
に
つ
い
て
も
位
置
づ

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

(

１)

。

ま
た
第
二
章
の
貞
範
流
に
よ
る
竹
万
荘
の
支
配
と
あ
わ

せ
て
、
赤
松
一
門
相
互
の
緊
張
関
係
が
示
さ
れ
た
の
も
重

要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
中
央
政
治
史
の
文
脈
で

は
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
播
磨
地
域
史
へ
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
評
者
も
主
に
記
録

史
料
の
収
集
に
よ
っ
て
、
則
祐
の
家
督
継
承
を
ゴ
ー
ル
と
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す
る
の
で
は
な
く
、
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
捉
え
て
嘉

吉
の
乱
ま
で
の
射
程
を
も
っ
て
そ
の
動
静
を
示
し
た
が

(

２)

、

所
領
配
置
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
中
で
著
者
は
播
磨
の
荘
園
の
全
体
像
に
つ
い
て
成

立
期
か
ら
研
究
を
積
み
上
げ
て
き
て
お
り

(

３)

、
第
二
章
の
課

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
関
東
御
領
と
あ
わ
せ
て
、
室

町
期
ま
で
の
一
貫
し
た
視
点
で
の
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。

補
論
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
個
別
領
主
の
分
析
も
不
可
欠
で
、

赤
松
家
臣
団
の
形
成
過
程
も
い
ま
だ
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

な
お
著
者
の
前
期
赤
松
氏
研
究
は
、
二
〇
一
二
年
に
開

催
さ
れ
た
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
で
の
特
別
展

『

赤
松
円

心
・
則
祐』

が
契
機
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
と
が
き
に
も

記
さ
れ
て
い
る
。
出
品
目
録
一
四
九
点
・
参
考
資
料
九
点

の
図
録
解
説
の
ほ
と
ん
ど
が
著
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
第
二
章
の
山
陽
道
、
第
六
章
の
揖
保
川
水
運
、

第
七
章
の
海
上
交
通
の
分
析
に
よ
っ
て
、
地
域
を
と
り
ま

く
交
通
の
諸
相
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
、

評
者
も
そ
れ
に
依
拠
し
て
西
播
磨
に
絞
っ
て
で
は
あ
る
が
、

そ
の
全
体
像
を
提
示
す
る
試
み
を
行
っ
た

(

４)

。
著
者
は
中
世

前
期
以
前
、
近
世
に
も
目
配
り
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
室

町
期
の
特
質
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
の
一
員
と
し
て
評

者
が
活
動
す
る
上
で
、
本
書
所
収
論
文
は
大
い
な
る
導
き

の
糸
と
な
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
、
稿
を
閉
じ
た
い
。

(

１)

拙
稿

｢

揖
保
川
流
域
の
禅
院
と
石
見
守
護
代
所｣

(『

ひ
ょ

う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

二
、
二
〇
一
七
年)

・｢

赤
松
氏
の

拠
点
形
成
ー
白
旗
城
・
法
雲
寺
・
宝
林
寺｣

(『

大
手
前
大
学

史
学
研
究
所
紀
要』

一
二
、
二
〇
一
七
年)

。

(

２)

拙
稿

｢

南
北
朝
期
赤
松
一
族
の
動
向
と
赤
松
地
区｣

(『

ひ
ょ

う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

五
、
二
〇
二
〇
年)

・｢

室
町
期
赤

松
一
門
の
構
造｣

(『

同』

七
、
二
〇
二
二
年)

。

(

３)

前
田
徹

｢

播
磨
国
に
お
け
る
寺
社
領
・
摂
関
家
領
荘
園
の

形
成｣

『

史
敏』

一
〇
、
二
〇
一
二
年)

・｢

播
磨
国
に
お
け
る

王
家
領
荘
園
の
形
成
ー
鳥
羽
院
政
期
を
中
心
に
ー｣

(『

塵
界』

二
五
、
二
〇
一
四
年)

・｢

播
磨
国
に
お
け
る
平
氏
関
係
所
領｣

(『

塵
界』

二
八
、
二
〇
一
七
年)

。

(

４)

拙
稿

｢

室
町
期
西
播
磨
の
交
通
と
政
治
拠
点｣

(『

ひ
ょ
う

ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

六
、
二
〇
二
一
年)

。
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